
「ヤコブの祝福」

創世記 ４9章



・・・こ
れ
ら
の
こ
と
の
後
、ヨ
セ
フ
に

「
お
父
上
が
、御
病
気
で
す
」
と
告
げ
る
者
が
あ
っ
た
の
で

彼
は
二
人
の
息
子
、マ
ナ
セ
と
エ
フ
ラ
イ
ム
を
連
れ
て
行
っ
た
。

ヤ
コ
ブ
に

「
息
子
さ
ん
の
ヨ
セ
フ
が
、今
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。」

と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、イ
ス
ラ
エ
ル
は
力
を
振
り
絞
っ
て
床
の
上
に
座
っ
た
。

（
創
世
記
４
８
章

１
～
２
節
）



・・・こ
れ
ら
の
こ
と
の
後
、ヨ
セ
フ
に

「
お
父
上
が
、御
病
気
で
す
」
と
告
げ
る
者
が
あ
っ
た
の
で

彼
は
二
人
の
息
子
、マ
ナ
セ
と
エ
フ
ラ
イ
ム
を
連
れ
て
行
っ
た
。

ヤ
コ
ブ
に

「
息
子
さ
ん
の
ヨ
セ
フ
が
、今
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。」

と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、イ
ス
ラ
エ
ル
は
力
を
振
り
絞
っ
て
床
の
上
に
座
っ
た
。

（
創
世
記
４
８
章

１
～
２
節
）

（
・・・ヤ
コ
ブ
は
、孫
に
あ
た
る
、マ
ナ
セ
と
エ
フ
ラ
イ
ム
を

養
子
と
し
、そ
の
後
、弟
エ
フ
ラ
イ
ム
を
祝
福
。

「
長
子
の
権
利
」
は
、ヨ
セ
フ
か
ら
エ
フ
ラ
イ
ム
に
継
承
）



ヤコブの息子１２人

レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

ヤコブの養子（縁組）



・・・こ
れ
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病
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す
」
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る
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で
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二
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の
息
子
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ナ
セ
と
エ
フ
ラ
イ
ム
を
連
れ
て
行
っ
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。

ヤ
コ
ブ
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「
息
子
さ
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の
ヨ
セ
フ
が
、今
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
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と
の
知
ら
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。
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ス
ラ
エ
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を
振
り
絞
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て
床
の
上
に
座
っ
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。
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４
８
章
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～
２
節
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（
・・・ヤ
コ
ブ
は
、孫
に
あ
た
る
、マ
ナ
セ
と
エ
フ
ラ
イ
ム
を

養
子
と
し
、そ
の
後
、弟
エ
フ
ラ
イ
ム
を
祝
福
、

「
長
子
の
権
利
」
を
授
け
た
・・・）

・・・ヤ
コ
ブ
は
、息
子
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
言
っ
た
。

「
集
ま
り
な
さ
い
。

私
は
、終
わ
り
の
日
に
お
ま
え
た
ち
に
起
こ
る
こ
と
を

告
げ
よ
う
。

ヤ
コ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
よ
、集
ま
っ
て
聞
け
。

お
ま
え
た
ち
の
父
イ
ス
ラ
エ
ル
に
聞
け
。

（
創
世
記
４
９
章

１
～
２
節
）



この時

ヤコブ １４７歳

ヨセフ ５６歳

マナセ、エフライム およそ２０歳



４９章 アウトライン

Ⅰ. ヤコブの１２人の息子への預言

Ⅱ. ヤコブの臨終



ヤコブの息子１２人

レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

ヤコブの養子（縁組）



1. ヤコブの１２人の息子への預言



1. ルベン（長男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ル
ベ
ン
よ

お
ま
え
は
わ
が
長
子
。

わ
が
力
、わ
が
活
力
の
初
穂
。

威
厳
と
力
強
さ
で
ま
さ
る
者
。

だ
が
、お
ま
え
は
水
の
よ
う
に
奔
放
で

お
ま
え
は
、ほ
か
の
者
に
ま
さ
る
こ
と
は
な
い
。

お
ま
え
は
父
の
床
に
上
り
、そ
の
と
き
、そ
れ
を
汚
し
た
。

彼
は
、私
の
寝
床
に
上
っ
た
の
だ
。



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ルベンは、長子であったが

彼の不安定な性質と罪のゆえに
間もなく優越を失い
その種族の力も人数も減少した（申命記３３章６節）

また、この部族からは、士師も預言者も
輩出されなかった。



12部族の分割



ルベン

12部族の分割



2. シメオン（2男）とレビ（3男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



シ
メ
オ
ン
と
レ
ビ
と
は
兄
弟

彼
ら
の
剣
は
暴
虐
の
武
器
。

わ
が
た
ま
し
い
よ
、彼
ら
の
密
議
に
加
わ
る
な
。

わ
が
栄
光
よ
、彼
ら
の
集
い
に
連
な
る
な
。

彼
ら
は
、怒
り
に
任
せ
て
人
を
殺
し

思
い
の
ま
ま
に
、牛
の
足
の
筋
を
切
っ
た
。

の
ろ
わ
れ
よ

彼
ら
の
激
し
い
怒
り
、彼
ら
の
凄
ま
じ
い
憤
り
は
。

私
は
、ヤ
コ
ブ
の
中
で
彼
ら
を
引
き
裂
き

イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
に
散
ら
そ
う
。



シメオンは、シェケムにおける暴行のゆえに
種族は祝福を失い、後に、ユダ族に吸収された
（ヨシュア１９章１節）

モーセの祝福からも省かれた（申命記３３章）



レビもシメオンと同罪のゆえに、祝福を失った。
一部は祭司のつとめをしたが
分割地は得られなかった。

レビ族より、輩出された人物
① モーセ
② アロン
③ サムエル
④ アサフ、ヘマン、エタン（聖歌隊リーダー）

⑤ バプテスマのヨハネ



ルベン

12部族の分割



12部族の分割

ルベン

シメオン



3. ユダ（4男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ユ
ダ
よ

兄
弟
た
ち
は
、お
ま
え
を
た
た
え
る
。

お
ま
え
の
手
は
、敵
の
首
の
上
に
あ
り

お
ま
え
の
父
の
子
ら
は
、お
ま
え
を
伏
し
拝
む
。

ユ
ダ
は
、獅
子
の
子
。

わ
が
子
よ
、お
ま
え
は
獲
物
に
よ
っ
て
成
長
す
る
。

雄
獅
子
の
よ
う
に
、雌
獅
子
の
よ
う
に
、う
ず
く
ま
り

身
を
伏
せ
る
。だ
れ
が
こ
れ
を
起
こ
せ
る
だ
ろ
う
か
。

王
権
は
ユ
ダ
を
離
れ
ず
、王
笏
は
そ
の
足
の
間
を
離
れ
な
い
。

つ
い
に
は
、彼
が
シ
ロ
に
来
て
、諸
国
の
民
は
、彼
に
従
う
。

彼
は
、自
分
の
ろ
ば
を
ぶ
ど
う
の
木
に

雌
ろ
ば
の
子
を
良
い
ぶ
ど
う
の
木
に
つ
な
ぐ
。

彼
は
、自
分
の
衣
を
ぶ
ど
う
酒
で

衣
服
を
ぶ
ど
う
の
汁
で
洗
う
。

目
は
ぶ
ど
う
酒
よ
り
も
色
濃
く
、歯
は
乳
よ
り
も
白
い
。



ユダは、最も祝福された人で
その種族は
ダビデ王時代最強となり

その子孫より
イエス・キリストが現れた。



ユ
ダ
よ

兄
弟
た
ち
は
、お
ま
え
を
た
た
え
る
。

お
ま
え
の
手
は
、敵
の
首
の
上
に
あ
り

お
ま
え
の
父
の
子
ら
は
、お
ま
え
を
伏
し
拝
む
。

ユ
ダ
は
、獅
子
の
子
。

わ
が
子
よ
、お
ま
え
は
獲
物
に
よ
っ
て
成
長
す
る
。

雄
獅
子
の
よ
う
に
、雌
獅
子
の
よ
う
に
、う
ず
く
ま
り

身
を
伏
せ
る
。だ
れ
が
こ
れ
を
起
こ
せ
る
だ
ろ
う
か
。

王
権
は
ユ
ダ
を
離
れ
ず
、王
笏
は
そ
の
足
の
間
を
離
れ
な
い
。

つ
い
に
は
、彼
が
シ
ロ
に
来
て
、諸
国
の
民
は
、彼
に
従
う
。



12部族の分割

ルベン

シメオン



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ



4. ゼブルン（10男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ゼ
ブ
ル
ン
は
海
辺
に
、船
の
着
く
岸
辺
に
住
む
。

そ
の
境
は
、シ
ド
ン
に
ま
で
至
る
。



ゼブルンの種族は、貿易活動により栄えた

（申命記３３章１８～１９節）



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン



5. イッサカル（9男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



イ
ッ
サ
カ
ル
は

た
く
ま
し
い
ろ
ば
、二
つ
の
鞍
袋
の
間
に
身
を
伏
せ
る
。

彼
は
、休
息
の
地
が
快
く
、そ
の
地
が
麗
し
い
の
を
見
る
。

し
か
し

肩
は
重
荷
を
負
っ
て
た
わ
み

苦
役
を
強
い
ら
れ
る
奴
隷
と
な
る
。



イッサカルは怠惰な性質で、安楽を求め、

その種族は、奴隷化していった。



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル



6. ダン（5男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ダ
ン
は
、自
分
の
民
を

イ
ス
ラ
エ
ル
の
部
族
の
一
つ
と
し
て
さ
ば
く
。

ダ
ン
は
、道
の
傍
ら
の
蛇
と
な
れ
。

通
り
の
わ
き
の
ま
む
し
と
な
れ
。

彼
が
馬
の
か
か
と
を
か
む
と
、乗
り
手
は
う
し
ろ
に
落
ち
る
。

主
よ
、私
は
あ
な
た
の
救
い
を
待
ち
望
む
。



ダンの子孫から、士師サムソンが出て

イスラエルを裁いた。



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン



7. ガド（7男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ガ
ド
に
つ
い
て
は
、襲
う
者
が
襲
う
が

彼
は
、そ
の
者
た
ち
の
か
か
と
を
襲
う
。



ガドの種族は、異邦人と隣接していたため

度々襲われたが、勝利した（第１歴代誌１８章）



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド



8. アシェル（8男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ア
シ
ェ
ル
に
は
、そ
の
食
物
が
豊
か
に
な
り

彼
は
、王
の
ご
ち
そ
う
を
作
り
出
す
。



アシェルの種族の土地は肥えていたため、

食物に恵まれていた。



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル



9. ナフタリ（6男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ナ
フ
タ
リ
は
、放
た
れ
た
雌
鹿
。

美
し
い
子
鹿
を
産
む
。



ナフタリは、山地に住み、自由な種族となった。



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ



10. ヨセフ（11男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ヨ
セ
フ
は
、実
を
結
ぶ
若
枝

泉
の
ほ
と
り
の
、実
を
結
ぶ
若
枝
。そ
の
枝
は
垣
を
越
え
る
。

弓
を
射
る
者
は
、激
し
く
彼
を
攻
め
、彼
を
射
て
苦
し
め
た
。

し
か
し
、彼
の
弓
は
、い
つ
も
固
く
張
ら
れ

彼
の
腕
は
す
ば
や
い
。ヤ
コ
ブ
の
力
強
き
方
の
手
か
ら

そ
こ
か
ら
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
岩
で
あ
る
牧
者
が
出
る
。

お
ま
え
を
助
け
る
、お
ま
え
の
父
の
神
に
よ
っ
て

お
ま
え
を
祝
福
す
る
全
能
者
に
よ
っ
て

上
よ
り
の
天
の
祝
福
、下
に
横
た
わ
る
大
水
の
祝
福

乳
房
と
胎
の
祝
福
が
あ
る
よ
う
に
。

お
ま
え
の
父
の
祝
福
は
、私
の
親
た
ち
の
祝
福
に
ま
さ
り

永
遠
の
丘
の
極
み
に
ま
で
及
ぶ
。

こ
れ
ら
が
ヨ
セ
フ
の
頭
の
上
に

兄
弟
た
ち
の
中
か
ら
選
り
抜
か
れ
た
者
の
頭
の
頂
に

あ
る
よ
う
に
。



ヨセフはユダ族の祝福と並んで、多くのことばが
述べられ、その預言通り、ヨセフの力は
エフライム族において現れた。

エフライム族より、輩出された人物
① ヨシュア

マナセ族からは、傑出した人物は輩出されなかった



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ

マナセマナセ

エフライム



11. ベニヤミン（12男）へのことば



レア（正妻） ジルバ
（レアの女奴隷）

ラケル（正妻） ビルハ
（ラケルの女奴隷）

ルベン

シメオン

ユダ

レビ

イッサカル

ゼブルン

ディナ
（娘）

ガド

アシェル

ヨセフ ベニヤミン ダン

ナフタリ

マナセ
（兄）

エフライム
（弟）

①

②

③

④

⑨

⑩

⑦

⑧
⑪

⑤

⑥⑫



ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
は
、か
み
裂
く
狼
。

朝
に
は
、獲
物
を
食
ら
い

夕
に
は
、略
奪
し
た
も
の
を
分
け
る
。



ベニヤミンの種族は、猛勇であった。

ベニヤミン族より輩出された人物

① エフデ
② サウル（王）
③ ヨナタン
④ モルデカイ、エステル
⑤ パウロ



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ

マナセマナセ

エフライム



12部族の分割

ルベン

シメオン

ユダ

ゼブルン

イッサカル

ダン ガド

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ

マナセマナセ

エフライム

ベニヤミン



マナセマナセ

ア
シ
ェ
ル

ナ
フ
タ
リ

ゼブルン

イッサカル

エフライム

ダン ガド

ルベン

シメオン

ユダ

ベニヤミン

12部族の分割



Ⅱ. ヤコブの臨終（１４７歳）



「
私
（
ヤ
コ
ブ
）
は
、私
の
民
に
加
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

私
を
ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
（
ヘ
テ
人
）
エ
フ
ロ
ン
の
畑
地
に
あ
る

洞
穴
に
、
先
祖
た
ち
と
と
も
に
葬
っ
て
く
れ
。

そ
の
洞
穴
は
、カ
ナ
ン
の
地
の
マ
ム
レ
に
面
し
た

マ
ク
ペ
ラ
の
畑
地
に
あ
り

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
（
ヘ
テ
人
）
エ
フ
ロ
ン
か
ら

私
有
の
墓
地
と
す
る
た
め
に

畑
地
と
と
も
に
買
い
取
っ
た
洞
穴
だ
。

そ
こ
に
は
（
祖
父
）

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と

（
祖
母
）
妻
サ
ラ
が
葬
ら
れ

そ
こ
に

（
父
）
イ
サ
ク
と

妻
（
母
）
リ
ベ
カ
も
葬
ら
れ

そ
こ
に

私
は
（
妻
）
レ
ア
を
葬
っ
た
。

そ
の
畑
地
と
そ
の
中
に
あ
る
洞
穴
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
（
ヘ
テ
人
）
た
ち
か
ら
買
っ
た
も
の
だ
。」

創
世
記
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